
日目円河一
山
口
県
や下
関
市
の
政
第一
体
と

が
棄
さ
れ
る
と、
注
目
さ
れ
る
指
摘

mm
一なっ
た
n
日
中
熱
何友
好H
は、
中
月
九町守
し
た。

日
開
催
さ
れ
た
中国
物
震
以
来、
一
段

山
番
と
山
口
県、
下
関
市
長
島

版
一
と
望
ち
を
み
せ
た
が、
乙
う
し
た
な
宵
の
闘
で
は、
「日
中
経
済
実利
時

間
一
か
で、
十日、
下回闘
を
初れ
た
中
国
間
代」
と
し
て
経
済
交
流
響楽
が
さ
ら
に

空
襲

室内家の
躍
進・
東
京外

妻、
期
待
さ
れ
て
い
る
と
きだ
け
に

市
芙
教
授
は、
今
後の
中闘
が進
む
方
向
中
嶋
教
授
の
講
演
は
大き
な
波
紋
を
投

時一
と
し
て
①
旧
実
権派
に
よ
る
中
ソ
関
係
げ
か
け
て
い
る。

は二
度
目の
来
関。

山
一改
善
化
②
近
代
化
の
た
め
経
済
特
別
区

乙
れ
は
同
日
正
午
か
ら
下
関
市一
理陣

中
嶋
教
授は、
一
九
六
六
年
に
文
化

『
－（
外
国

資本導
入）
を
増
や
す
が、
華
町
の
下
関
グ
ラン
ド
ホ
テ
ル
で
闘
機
左
大一
事
命
の
故動
期
に
中
国
を
訪問
し
た

僑

一吟春場
『人
が
目
的
l
の
二
点
を
あげ
れ
た
社
団
法
人・
内
外情
勢調
査
会
下
ほ
か、
一
九
七
五一位。の
中
Y対
立
下
の

「
当
面、
中
国
は
日
本
か
ら
学ぶ
が、

関
支
部（
布一掬一

共作支部
長）

懇議
会
ソ
連
l
モ
ン
ゴ
ル
l
中
国

之専門
家
と

限
界
も
あ
る」
と
し、
C
れ
か
ら
の
日
で
の
講
演

で述べ
た
も
の。
積
極
は
し
て
初
め
て
縦断
旅行
す
る
な
ど、
机

中
交
流
は山怖
い
背景
を
考え
た冷
警C
「
中
国
の
変説
と
日
本」・
中
附教
授
上
研

究援では
な
く一付
動
学
者
と
し
て

中嶋嶺雄・東京外大教授

ーー下関で
講演

著
名。
今
回の
議
演
も、
設
近
の
ソ
逮

！
モン
ゴ
ル
｜
中
国
視
察
を踏
まえ
た

も
の。日中

友
好
関
係
問
題で
は、
七4八

年
度
に
日
中
平
和
友

好条約

が結ぼ
れ

た
が、
均一
時
は
ア
ジ
ア
に
残
さ
れ
た
故

大
条
項

’手υて、
議
結さ
れ
れ
ば
ア
ジ
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ア
に
平和
と
安定
が
訪
れ
る
と
楽
観論

が
多かっ
た。
し
か
し、
日
中
条約
は

ソ
遥
の
対
日
報
復
で
北
方領
土
四
島
の

う
ち
三
島
に
軍
事
墓
地
をヲ
く
ら
せ
る

結
果
を
紹
〈一
方、
ア
メ
リ
カ
の
対
ソ

脅

威感を
強
め、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
防

衛
刀
増
強
の
叩押
しつ
け
と、
逆
に
日
本

に
商
い
MH
ツ
ケu

が図る
こ
と
に
なっ

た
と、
一
巡
の
国際
情
勢の
変位
安説

い
た。

さ
ら
に、
日
中
条
約
締
結後
の
fJ「
石
油輸
入
費
が
伸
び
る
可
能
性
は
な
い

側
の
絡併
メ
リッ
ト
に
触
れ、
日
中
長
と
い
う。

期
貿
易
取
り
決
め
は
八一
年
に
石
油一

中
国
に
は
党中

央政治

γ存土曜
と

千
五
百
万
J
の
輸
入
予
定
だっ
た
が、

い
う
非
合
法会
議
があ
る。

尖際
問
題

予
定
の
半
分
し
か
入ら
な
い
の
が
実
態
と
して
閥
会
議
で
政
府
の
方
針が
決
定

だ
と
指
摘。
日
本
政
府
や
悶
界
の一
番
さ
れ
る。
昨
年
十二
月、
第一
回
日
中

の
期待
は
石
湖
輸
入
だっ
た
が、
期
待

閣僚会議
が
関
か
れ、

中国
側
は
宝
山

通
hu
発
展せ
ず、
一
バ
レ
ル
三
八
1一一一
製
鉄
所
な
ど
プ
ラ
ン
ト
問
題
は
「
大丈

九
♂
と
O
P
E
C
よ
り
高
い
石
油
を
購
夫」

と説
明
し
た
が、
実
は
こ
の
後、

入
す
る
の
羽
田
に
な
D、
今
後
数
年、

政
治
t
h
会
議
が
闘
か
れ、
三
つ
の
長

要
な
援
策

が介主」
れ
た。

日
派
は

「拙仲間躍
進」
（
西
側・
日
本
か

一
つ
は
当
題、
四
つ
の
近
代
化
は
進
ぶ
れ
で
発展
し
よ
う
と
す
る）
の
レッ

め
る
が、
経済規棋
を
縮
小
す
る。
ニ

テ
ル
で
追
放
さ
れ
て
い
る。撃
凶
鋒
氏

つ
目
は、
四金
請
を
ど
う
決
警
の
降
格
は
そ
れ
だ
急ロっ
た。

せ
る
か。
＝一
2
目
は
陳
雲
副
主
席
が
外

「
中
国
の
内
政
は、

党官
僚
独
裁体

依
依
存
す
る溢
済
は
やっ
て
は
い
け
な
制
に
な
幻
つ
つ
あ
る」
と
も
指
摘、
中

い
と
提
案し守
い
る。
陳
雲
副
主
席
は

図版行
政
改
革
を
や
ろ
う
と
し、
「
庚

中ソ
友
好
時品目
に
活
醐聞
し
た
入
で、
す
申
改
革」

と呼ば
れ
て
い
る
こ
と、
隙

で
に
中
尉
はぬ
伸一山
路
線
を
取
り
入
れ、

雲
氏
の
台
頭
な
ど
は、

旧実権
派
に
よ

思
議喪
主内
論
争
さ
れ、
親
る
劉
室町
路線
の
復
活で、
文
革
派
が

入
り
込
め
な
い
裂
の
行
政
改
革
と
人
民

解
成家
の
人
民
縮小

笠計画
し
て
い
る

こ
と
な
ど
を
述べ
た。

こ
れ’b
の
状
況
か
ら、
中
的
教
授
は

経済交
流
の
今
後
の
促
進
は
あ
ま
り
期

待
を
もっ
て
は
い
け
な
い
と説
明。
そ

し
て
中
国
は
今
後、
社
会、主
義
諸
国
が

共通に泡えた軍事力去十人によるを

深
し
背
景
考
え
て

、

日
中
交
流
に
冷
静
さ
必
要

済
的
破
た
ん
の
問
題
解
決
の
た
め、
中

ソ
関
係
は
中
国
側
が
毛
沢東
を
全
面
否

定
し、
旧
実
権
派
に
よ
る
中
ソ
再
接
近

が
始
まっ
て
い
る。
ま
た、
台
湾へ
の

中
国
の
国
共
合
作
の
呼
び
か
け
の
真
意

は、
中
国
近
代
化
の
資
金
と
し
て
”
問

胞
意識M
の
あ
る
台湾
華僑へ、

資本

の
導
入
を働
き
か
け
た
も
の
で
あ
ろ
う

と
語っ
た。

下
関
は
日
中
関
係
が
深
まっ
て
い
る

が
「
対
外
的
に
選
択
の
隔
は
あ
り、
当

面
は
中
国
が
日
本
か
ら
学
ぶ
も
の
の、

日
本
の
高
度
先
端
技
術
は
進
み
過
ぎ
で

限
界
も
あ
る。
今
後
は
中
国
を
は
じ
め

国
際
情
勢
の
背
景
を
考
え、
冷
静
さ
を

要
求
さ
れ
て
い
る」
と、
H
熱
烈ム
ー

ドH
の
尽
き
乏
さ
に
μ
ク卓u
を
苛
し
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